
盟拍

新潟県における頭頸部悪性腫瘍の実態

新潟大学医学部耳鼻欄順科学教室（主往：中野儀一一教授）

五十嵐文雄・野々村直文・田中久夫・中野雄一

県立かんセンタ…新潟病院耳鼻咽喉科

富樫孝一

Malignant Head and Neck Tumors in Niigata Prefecture

-A Pr-A Preliminary Report-

Fumio IKAKASIII, Naobumi NONOMURA, Hisao TANAKA, 

and Yuichi NAKANO

Department of Otolaryn.gol.ogy, Niigala University School of Medicine

(. Director: Prof. Yuichi NAKANCP

Koichi TOGASHI

Department, of Ololaryngology, Prefectual Cancer Center, Niigata Hospital

The registration of the patients with malignant head and neck tumors in Niigata

prefecture was started in 1986, The following results were obtained in 1988 and 1987.

1) The total number of patients was 345; 299 with epithelial malignant tumor

and 46 with non-epithelial malignant tumor. The incidence per 100,000 inhabitants

were 6.96. 2) In the epithelial malignant tumor cases, the mean age was 62.0 years.

The male to female ratio was 2.8I I. 3) The larynx was the most frequent site, and

the tongue, hypopharynx, maxillary sinus, oral floor except tongue occurred in that

order, These five sites accounted for about 70,15 of the epithelial tumors. 4.) Cases

in early stages predominated in the larynx and tongue tumors. Those in advanced

stages were predominant, in the other sites. 5) There were 34 cases of malignant

lymphoma in 46 cases of non-epithelial malignant tumor, and its incidence was high

in the lymphatic ring of Waldeyer.
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卜 は じ め に

頭 鱗 部 憾 蟻 と は ---磯 闘 志中 枢 神 経 系 を 除 外 した 頭 部 警

務 蘭 , 頚 部 を さ し, こ の 領 域 をこ原 発 した 悪 性 経 脇 を 頭 額

都 濃 性 感 癌 の 年 間 発 生 数 は 推 定 で 離日 且,000人 2)B 全 悪

性 藤 轟 に 対 して 長 め る 割 食 い は 5% 前 後 と さ れ て い る が

2)3), 本 殿 に お け る疫 学 的 調 査 は 十 分 と は 言 え な い 官 そ

こ で わ れ わ れ は 昭 和 6且隼 よ 妄3新 潟 県 董薫 の 頭 焦 都 濃 健 勝 痴

患 者 登 録 を 開 始 し, 翌年 分 殿 結 果 が 得 ら れ た の で 若 干 の

考 察 を 加 え て 報 誓ザ る ｡

11. 対 象 お よ び 方 法

昭 和 愚息年 よ り県 立 が ん 救 ソ 厨 川 が 中 心 と な り声 県 内 の

頭 頚 部 悪 性 膿 痴 愚 番 の 登 録 を 開 始 し∴ 官記 18病 院 の 葦 藤

野困畷 科 よ り登 録 が 行 な わ れ て い る 争 す な わ ち 厚 生 連 村 上

病 院 声 県 立 新 発 田 病 院 新 潟 臨 港 総 合 病 院 , 新 潟 市 民 病

院 新 潟 大 学 医 学 部 附 属 病 院 賢 県 立 が ん セ ソ 針 -新 潟 病

院 方 E3本 歯 科 太 学 新 潟 歯 学 部 附 属 医 科 病 院 済 生 会 新 潟

総 合 病 院 き 長 岡 赤 十 字 病 院 , 厚 生 連 中 東 総 合 病 院 , 展 開

立 川 総 合 病 院 財 団 法 人 小 千 谷 総 合 病 院 争 新 潟 労 災 病 院 ,

新 潟 県 頭 額 部 馨 鰹 櫨 療 登 録 寮
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県 立 中 東 病 院 , 木 戸 病 院 , 県 立 十 田町 病 院 予 鼎 立 青 田 病

院 , 厚 数 適 佐 渡 総 合 病 院 で あ る . そ こ で 聞 及 の よ う な

症 例 を 登 録 す る こ と と Lた b

llt. 結 果

2年 間 で の 醜 愚者 総 数 は 345例 で ぎ 上 皮 性 悪 憾 蓮慶 却

且 土 成 性 悪 性 感 慶 鰻 鱒 例 )

凝磁 旨時 の 年 齢 分 布 は 鋭)歳 代 を ピ --タ と し ま且- 89歳 に

お よ び , 平 均 年 齢 は 62小額歳 で あ っ た 阜 ま た 性 別 で は 男

性 220軌 食 性 79例 で き 男 女 比 は 乱 鋸 且 と 男 性 をこ多 く

み ら れ た .

tl. 郁 位 別 症 例 ≡､表 卜

原 発 部 位 別 の 症 例 数 , 性 艶 平 均 年 齢 7 年 齢 幅 を 藻 旦

碁こ示 した , 合 計 が 301例 , 女 性 が 8且例 と な っ て い る が ヲ

こ れ は 善 , 歯 肉 お よ び 若 き 甲 状 腺 の 蚤 腹 痛 が 身 性 に 且例

ず つ 認 め ら れ た た め で あ る . ま た 奪 回 は 原 発 不 即実の 繋蓬部

転 移 癌 の 6例 も含 め た ゼ 喉 頭 が 92例 , 30秒6% と 最 も 多 く,

次 い で 音 ∴ 下 咽 頭 , 上 顎 洞 , 者 以 外 の 口 腔 捌 際で あ を3,

こ れ ら 5部 位 で 全 体 殿 約 70% を 責 め て い た B 性 別 殿 発 生

傾 向 を み る と ヲ 甲 状 腺 癌 が 女 性 に 多 い 機 は す べ て 男 性 に

多 く発 簸 して い た 中 男 性 優 位 の 健 闘 豊喉 頭 癌 で 特 をこ顕 著

∴ ～l雄 11中 捌刑 . i)二ミ.情 膏 l里 作 .こ工房- 了I_.

し､. '= ･lL｣T･. N LJ十J-.拒 ､日 工｢'津 ど旦

演 廃 艦 従 っ て T 因 子 お よ び 錯 因 子 に よ る 労 額 を 行 っ た

(衷 望主 な お 上 顎 洞 と 唾 液 腺 は 且9才8年 の 規 約 で は 分 輝

が 確 立 して い な い た め き 本 邦 で 既 綬 約 番 済 さ れ て い る A贋二

寒 も し くは 擢 寮 をこよ り分 類 した 畑
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豪 漫 部位別症例 を上皮性悪後藤藤)

部 位 里性 亙疫 計 (%) 平均年齢 年齢幅

喉 頭 棉 伝 黒鳥0.車 66.J 39--89

占 3且 且5 ･はし15.㍗ 5凱5 23J-,′88

下 咽 頭 21 9 3両川.申 60.6 Ll3.--7(i

宮口外日 日腔 旦諾 川 2圭 ∴31 64.7 37.Y-､--86

甲 状 腺 5 旦5 2鋸 6.6) 60.0 2甘--80
十 肌 琳 8 6 1木 4.Tう 53.3 u/.-ノ89
中 咽 頭 且2 2 1右 寸言十 66.23針E-′87
坤 液 腺 i.1 2 13く4.3) 5G▲0諾冒,-..75
上顎潮目サJl諦㊨肝 3 3 6(2.那 5塊.63惑,.dh-71
卑 陛 5 且 6(2.0)61.ti59′-〆69
照登不明頚部転移癌 5 ま 6(2.秒)別事35岱～rS且
聴 器 2 ? 木 1.封 転超か8趨9-ノ85
= 唇 且 i ?ぐ0.7)7一.063-79
そ の 他 3 i. 木 1.3う64.35魂r-.8ま

計 330 811 j出 しlO申 63.0lト-89

羨 望 T お よ び N 因 子をこよる分輝

部位T.N因子 喉 頭 宮 下咽頭 土制湖 吉日井戸=聴甲状腺上咽頭中咽頭唾液腺
No 41 15 2 1 lL6 O ま1

･ 裏 芸… 1 1 且 い O i.0100 O い O 00及い0
N+ 0 0 い 0 O 00いい
N++ 2護. 川 5 3 6 O } 2 5

管? 器三 い 3 竣 O 3 i 1 i い

～+～++ 1 3. 100 い 2 1. い13 5 i ll 1.0 O 逮 1

･話 芸三 5 義 5 O 且 り0且い2 0 4 0 2 1 い 0 2

N .. O O 嶺 0 i i い 0 い

N o 逮 1 且 5 3 ∵ 3 1 4

･ 項 器 三 20 1 い 且 い 3 0 0 O0 O O O 且 0 O O

N j 2 且 1.. 0 4 1 之 2 0

瀬 不 明 0 O 0 1 0 3 1 O 0

* T, N の い づ 丸 か , 屯 し くは両方が不明な例
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舌
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吉ILl叫の
L] 暇

甲状腺

上咽豆頁

中咽頭

唾液腺

計

豪 語 病 期 分 鰐

図 ･I N 囚 ｣'-ハ 割 合

杏 下咽頭 十難洞 昔日斗ハ‖ 甲状腺 土咽頭 中咽頭 唾液腺 訂

1明 石 ま5 2 旦 且 6 0 . i 1 68

tl瑚 21 10 5 3 6 0 2 2 5 5

tll朝 川 lT 息且 且且 5 2 1 7 1 74

Ⅳ期 l.1. 4 も2 6 lO 9 lo ヰ 6 7コ

不明 0 O 0 1 0 3 1 0 0 5

表 4 悪性 IJン,･バ腫

男性 蔓身性 計 (%う 平均年齢 年齢幅

中 咽 頭 7 6 13月8.2) 54.3 1.4.-83

頚部 リンパ節 6 4 lOL29.車 61.1 7-.80

上 咽 頭 6 ま. 7(2O.6) 68.6 53--80

鼻 腔 3 0 3(8.郎 60,3 57--65

喉 頭 0 1 lt2.97 55.0 55
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rl､囚 J'斗 Itモ∴1-_.喉此 ~占, 川舶甘T:･汗 ー1､1∴ 1'L'症

例が過半数を責めヲ他の部位では T三遷,T逮症例が多く

所腐 りソバ節である預部リソバ節に臨床的転移を認めたわ

例が過半数を占め9他翻部位ではNキ症例が多くなって

いた (隣 組

遠隔転移 (掴閣子)をこ関しては嘗咽頭芳喉頭,首唾液腺声

成. 病願分類

TNM も:Tt類 1.吊 車tl-:.i.'lH打十･-'ilた.i表 :i.図 :7､1.辛

勝では各癖期をこ平均的をこ分布していた絢 喉頭,舌では

t-. 糾織分類 ･図 t;1

損耗‡汁･1h･'/:IL租寸′こ凄 .吊車卜申轟_∴二汁刑 (tql.ltい .

2 非上皮性悪後藤慶 (46例)

非上皮性悪性腺癖は悪性 リソバ鷹3複軌 悪性禁色厳 6

lj1 5O 1i)0'べ

喉頭 舌

下咽頭

上顎洞

占.1､L外の
口 椎

甲状腺

上咽 頭

中咽更頁

唾 液腺

計

陵 墓 ~盲 瑚≡ 護 董真裏;三三…済 wA朔
/ / ＼

･ ㌦ ∴ t■十●十■十●.嘉
.扮 ~ 一㌦ がが~

′ /｢ ＼ .

嘗 ㌔ ㌦ 粁

′

慧慧ふ㌦

＼ ＼

も ~㌦ -叫㌦ー J#

撞 l
竹も叫--虹 者 ~鞠叫.--‰ー

図 5 各 病期 の割 合

聯
熟

ほ

図 6 組 絹 分 類

因 習 隼齢分断 を非上皮性悪性腫嚇)

軌 町自責'樟泡挿し目礼 -∴し刊Ut榊と11.'ri=‖梱り∵守･L､∴

こ1. 牛齢∴_珂IL†半荘 .図 7†

初診時が)年齢分布は50歳代をピ---クとしき7-83歳に｡

および,平均年齢は58.8歳と上皮性悪性腺脇に比 して

やや若年者に多くなっていた.また性別では男性詔名,

女性ユ8名で,男女比は 且畷6:1と男性に多くみられた.

玩 悪性 リンパ腫症例

悪性 uソバ確について検討を加えた,発生部位はワル

ダイ エルの咽頭輪を形成する率咽頭亨上咽頭に多く亨頭
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豪 語･ 悪 性 uソバ腰 痛期分類

＼ 雛病期＼ 車 咽 締 警パ芸 十 咽 て車 藤 懸 喉 頭 計 (%)

Ⅰ 英男 5 6 3 ∵ 且 Ⅰ丁豆lj十

ll岬 過 3 ㍗ 且 0 用 いO.㍗

m 期 イ り ∵ 0 い 6(18.2)

Ⅳ 期 い い い い 0 中 り

※癖期不明 息例

頚部悪性 リソバ騒殿 5臥8%を夏責めていた (東 嶺).

また癖期別では 壬, Ei願が 83.8%を責め,W期症例

はなかった (蔑 馬上

Il′'. 考

1 発生頻度,年齢分布き性別

人,2,54勘956人,計 嶺,957要騰5人鵡)管,この2年間をこ

登録 された症例は 3洩5例であった.従 ってAEM0万人あ

た りの発生数は 6,96人 となる書主賓疾患別に人肌 0万

JJ㍉ノ∴･1､'溌 牛数を表 l;古 jt目 上∴ 今回し'､結果言県卑 卜

病院の耳鼻㌍困喋科からの登録であるがき頭頚部窓性感藤

の多 くは放射線治療が有効であるため,放射線治療設備

を着する病院に餐車するのが硯窯である.さらに畷腰痛晋

上顎洞癌,上野弼頭痛,中咽頭癌,唾液腺癌では大多数が

葦藤野困曝料で治療 され るであろうか玩 これ臣)の疾患をこ

関 しては奪緋 等られた轄殿は禁教に近いと考えて良い叩

しか し苦癌予下咽頭癌∴ 露以外U)に3鰹癌は髄科で治療さ

れること獲)あり,甲状腺癌要悪性 妻√jソバ厳はむ しろ胞科

表 書; ノ､L:=丹 :;;.十 JIL里七十nL

疾 患

喉 頭 癌

舌 癌

下 咽 頭 癌

卜 L細 洞 癌

吉l十牛 ･卜､【珊し::癌

甲 状 腺 癌

上 咽 頭 癌

中 咽 頭 癌

唾 液 腺 癌

悪 性 リ ン パ 腫

発生数 (太)

2～15

での治療 が 勢 い で あ ろ う か ら そ の 窯 数 は さ ら をこ 多 い と 思

われる,従 っ て jJ =u tm 一入 あ た り の 発 生 数 は 6 .96人 を

上まわるで あ ろ う 甲

発症年齢は 壕0歳 か ら 70歳 代 が 29趨例 と 全 勝 の 85% を 占

め∵-し-､∴∴ 巨小 i 占 . E巨 l机 乳 用 舶 i､ 唾 液 腺 て 言 1両 茸

鰭,m歳代,悪性 リ ソ バ 膝 で は 7 歳 の 発 生 も 認 め ら れ

(寮 且,結 若年嵐 小 児 と い え ど も 悪 性 疾 患 の 可 能 性

を念頭をこおく必要があ る .

性別では甲状腺癌以外 は 男 性 に 多 く 声 喫 煙 と 深 く 関 係

すると貰われている喉頭 癌 5) で は 圧 倒 的 をこ 男 性 に 多 く

発生 Lでいた.

2 病親分餅からみた特徴

喉頭9苦では亙予好期の早期症 例 が 過 半 数 を 迷妄め て い

た.特をこ喉頭では甲状腺をこ対 して5 % , 下 咽 頭 , 上 顎 洞 声

音以外の口腔,上野困頭声中咽頭に対 し て ぼ 且 % の 免 除 率

で畢尉症例が多くな-〕ていた く欝 も腔S症 こ れ は 喉 頭 癌 テ

特をこその多くを長める声門型では駿声が 病 初 期 よ り 出 現

するでためであろう.また雷は痛痛など擬 刺 激 症 状 が 出

やす く,自分で容易に観察できるこ㌔二が畢親 例 の 多 い 原

因と思われるキ

他の部位では腿,紺期殿遊行症例が多かったが , T 因

子とN因子の進行度は必ず L鮎=小数せず,上顎洞 と 上 田弼

頭では対照的な所見が縛られ忠 .上顎洞才上野関頭をこ お い

て-nl,Ⅳ柁削‖ql/;)､IEll;tl'.亘 割出 ､言-1㍉トー二､二守 Lql.OOO.Sl.(i

O.言 出 ~~高率~立てill,十. しか仁1､､N卜qT･鮎 I_:r･1:･I､と,i･.

i細 目巨∵トT囚巨斗鋸 ｣巨;∴鋸ていも巨小,＼十症例言 rトINl＼･10

こL-ll伸 11･-/く∵∴打 .一㌦ .:L_卜;二村L-一･:-十咽甘て言TE.~大日一一し､,

遊行 した症例は少なかったが芦N+症例は約 6186%を

冊 揖汀':言N+症例甘草工ト ていた しlh0.01､Ⅹ二Itt<tさ.

上顎癌は転移 しをこくい癌腫夢上咽頭癌は畢期より転移を
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きた しやすい癌腫 といえよう.

3 預都塵癖について

上皮性悪性腰痛の86軌 32.浸%に臨床的蔑部 要目Jパ節

転移がみ 琵〕れ∴ また頭部 リソバ節原発の悪性 uソバ膿が

10例認めに八藩 たす これらの車には頚部臓癖を主訴をこ受診

する人がいるであろうし 窯際をこ上咽頭癌では窺部膝癖

を室新 とす る例が多い(這う串預部藤感が)診察 にあたっては

これ 雛 つ悪性瞳碗 鮎考慮にいれ,安易に摘出または生検

することは濃をサ渚詣ぼな綻)ない, こ齢ような処置によ蔓り頚

部腺癌鮒 肇太 上 治療が困難とな-謙二り,また治療U)時

期を逸す ることになりかねないかどJである.

1㌦ ま と め

昭和6ユ年 より新潟県内且8病院の琴線喉頭科 より頭頚部

悪性経嬢患者駿線を開始 し, 2隼問で以下の結果を得た･

まう 2年間での登録患番数は上皮性悪性腰痛 299軌 非

卜r計 上廷丁サ El車i--i･t亜 喜八 ∴上汁刑 ∴ い 1､ J･､Il10]j.冒 -Jl

ハ軒 f:.駁言 tミ∴)(トJ､∵守､-.i}-.

ご~･L 巨廿 巨き射す潮 凍 し1-辛.埠亘抽 斗 齢汗 fi二日1乱 里机 IL

は 2坪8:製であった.

封 土庶性悪性感慶では喉頭,雷∴ 下咽風 土撃取 肴

以外の悶腔の膜に発生 してお り, これらで約70%を責め

て~ト十.

射 畷頗∴雷では早期例が多 く,他は進行例が教か-｡た申

53 非上皮性悪後席轟逢6例中34例は悪性 Tjソバ藤であり予

言プルダイエルa)咽頭輪における発生が多かつた,

63 今後はさらに登録を継続するとともに-予後を含めた

検討が必要と思われた.

審研究の---部は昭和6護年度財団法人新潟大学学術

奨励研究会研究補助金の補助により行なわれたな
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